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1. 調査概要 

 

1.1. 調査の目的 

本調査は、令和元年に、緑の視点から見た府中市の将来像を描き、今後、市の緑地

の保全と緑化の推進に関する施策を展開していくための指針とすることを目的とし

て作成した「府中市緑の基本計画２０２０」を改定するために必要な基礎資料を整備

することを目的とする。 
 

1.2. 調査対象範囲 

本調査の対象範囲は府中市全域（面積 2,943ha）とする。 

 

1.3. 調査項目 

調査項目は次のとおりとする。 

 

（１） 航空写真撮影及びカラーデジタルオルソデータ作成 

（２） 緑被地調査 

（３） 都市構造区分調査 

（４） 樹木調査 

（５） 民有地樹林調査 

（６） 崖線樹林調査 

（７） 緑地現況調査 

 

 

1.4. 調査方法 

1.4.1. 航空写真撮影及びカラーデジタルオルソデータ作成 
（１）航空写真撮影 

市全域の緑被状況を把握するために、航空写真撮影を行った。航空写真の撮影は、

GNSS（全球測位衛星システム）/IMU（慣性計測装置）を搭載したデジタル航空カメ

ラ（UltraCam Eagle：UCE）を用いて、令和７年 5 月 20 日に実施した。撮影計画図

を図 1.4-1 に示す。 
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図 1.4-1 撮影計画図 

 

使用したデジタル航空カメラと撮影の諸元は表 1.4-1 のとおりである。 

 

表 1.4-1 使用したデジタル航空カメラと撮影の諸元 

項目 適用 

撮影範囲 府中市全域を含む範囲（2,943ha） 

撮影時期 令和 7 年 5 月 20 日 

撮影重複度 オーバーラップ 80%、サイドラップ 60% 

デジタル計測機器 デジタル航空カメラ（UltraCam Eagle：UCE） 

取得画像データ RGB（カラー）/NIR（近赤外）を同時取得 

地上解像度 約 20cm 

標定点設置 ５点 

 

（２）カラーデジタルオルソデータ作成 

撮影したデジタル航空写真は、画像解析システムを用いて正射変換（オルソ変換）

し、デジタルオルソ画像を作成した。作成したオルソ画像は、可視域の３バンドを

合成したカラーオルソと、可視域緑、赤、近赤外域を合成した赤外カラーオルソの

２種類とした。図 1.4-2 に作成したオルソ画像を示す。 

これらのオルソ画像は、縮尺 2,500 分の 1 の東京都の地形図と位置の整合性を

持つものとした。 
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（１）カラーオルソ画像 

 

（２）赤外カラーオルソ画像 

図 1.4-2 撮影したデジタル航空写真 
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1.4.2. 緑被地調査 
前項で作成した 2 種類のオルソ画像を基に、緑被地調査を実施した。 

（１）緑被地の抽出 

前回調査では、前々回調査結果とカラーオルソ画像を重ね合わせて変化箇所と認

められる箇所のポリゴンを修正することで最新の緑被地データを作成したが、本調

査では画像解析によって客観的に緑被地を抽出した後、目視判読等によって緑被を

区分する手法を用いた。これにより、これまで抽出できていなかった植生の外縁部

も抽出できるようになり、本調査では手法の違いによる緑被面積の違いも含んでい

ることに留意が必要である。 

画像解析は、正規化植生指標（NDVI）と AI を用いた。NDVI は次式から計算され

る指標で、画像解析では植生の抽出に一般的に用いられるものである。 

 

正規化植生指標(NDVI) = (NIR ‐ RED) / (NIR ＋ RED) 

 NIR：近赤外バンドの画素値 

 RED：可視域赤バンドの画素値 

 

AI のモデルは受託者が保有する教師データから作成したモデルとした。AI モデ

ルは ESRI 社の ArcGIS Pro を用いた。AI による分類結果は多くの誤分類を含むた

め参考資料に留めた。 

 

（２）緑被地の抽出規模 

緑被地の抽出規模は、東京都が定めた「緑被率調査マニュアル」（昭和 63 年）に

基づいて約 10 ㎡以上の緑被地を対象とする水準Ⅱとした。なお、基準とする航空

写真は水準Ⅰの基準を満たすものとなっている。 

位置精度は縮尺 1/2500 の都市計画図（MMT：ミッドマップ東京）と整合するもの

とした。 

 

（３）緑被地の区分 

緑被の区分項目は下記のとおりとし、NDVI と AI によって抽出したデータをカラ

ーオルソと重ね合わせて主に目視判読によって区分した。 

 

① 樹木・樹林   … 樹木、樹林地。生垣、道路縁の低木も含む。 

雑草地または人工草地内の 10 ㎡以下の樹木は草地。 

抽出した緑被を基に主に目視判読で区分。 

② 樹木畑・果樹園等… 農地のうち樹木からなるもの。 

          生産緑地等の既存資料を基に目視判読で区分。 

③ 雑草地     … 芝地以外の草地。河川敷の草地は雑草地。 

抽出した緑被を基に主に目視判読で区分。 
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④ 人工草地    … 公園、学校などの芝地。 

          抽出した緑被を基に主に目視判読で区分 

⑤ 田畑      … 生産緑地、土地利用現況調査 GIS データを基に 

航空写真の目視判読によって最新のデータに更新。 

ビニールハウスも含む。 

敷地単位で取得。 

⑥ 河川敷の樹木  … 多摩川河川敷の樹木。多摩川河川敷は河川敷が浸か 

るほどの出水によって樹木や草地の状況が大きく変

わるため、それ以外の市域の緑被変化状況と区別する

ことができるように、本調査から新設した。 

⑦ 河川敷の草地  … 多摩川河川敷の草地。多摩川河川敷は河川敷が浸か 

るほどの出水によって樹木や草地の状況が大きく変

わるため、それ以外の市域の緑被変化状況と区別する

ことができるように、本調査から新設した。 

⑧ 水面      … 河川、湖沼などの水面を目視判読によって抽出。 

 

（４）変化抽出 

前回調査（平成 28 年度調査）データと比較して、緑被地の変化箇所及び面積変

化を把握した。 

前回調査と今回調査では緑被の抽出方法が異なるため、変化には経年による変化

以外も含まれる。そのため、変化箇所の抽出には留意した。 

 

（５）緑被分布図等の作成 

前項までに作成した緑被分布データを基に、下記の図面、集計表を作成した。 

①緑被分布・区分図（1/10,000） 

②緑被変化図（1/2,500） 

③緑被面積及び緑被率集計表（町別、町丁目別） 

 

1.4.3. 都市構造区分調査 
市全域を対象として、東京都の土地利用現況調査 GIS データを基に、都市構造区

分面積を府中市独自の区分で集計し、前回調査データからの面積変化を把握した。

基としたデータは、令和 4 年度調査の東京都土地利用現況調査 GIS データを東京

都のサイト（東京都都市局/土地利用現況調査 GIS データ）からダウンロードした

ものである。なお、下記の図面等を作成した。 

①都市構造区分図（1/10,000） 

②都市構造区分面積集計 

  

1.4.4. 樹木調査 
（１）樹木変化把握 
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対象範囲は市全域とするが、次項に述べる民有地樹林に含まれる樹木は対象外と

した。緑被地調査データより、樹冠面積がおおむね 10 ㎡以上の樹木を対象として

抽出し、前回調査からの変化状況を 2 時期の航空写真の目視判読により把握した。

変化状況区分は次のとおりとした。 

区  分 

伐採 伐採により消失したもの（自然消失を含む） 

 ・土地利用＊の変化なし 

 ・宅地化による伐採 

 ・宅地化以外による伐採 

縮小 強剪定等により樹冠面積が 10 ㎡未満となったも

の 

拡大 生長により樹冠面積が 10 ㎡以上となったもの 

植栽 新たに植栽されたもの（自然発生も含む） 
＊上表中の土地利用区分 

 公共：公園、街路樹、学校、その他 

 民間：寺社、工場、その他 

なお、前回調査の航空写真で樹木が存在し、今回も存在しているが樹木が更新さ

れているか明確ではない場合は、変化なしとして扱った。 

 

（２）分布図等の作成 

前項までに作成した樹木変化データを基に、下記の図面、集計表を作成した。 

① 樹木変化・区分図（1/2,500、1/10,000） 

② 変化本数の集計表 

 

1.4.5. 民有地樹林調査 
（１）民有地樹林区分 

民有地に存在する面積 330 ㎡以上の樹木地を民有地樹林として調査を実施した。

土地利用現況調査 GIS データを基に樹林形態区分を行い、前回調査からの変化を

とりまとめた。 

 

樹林形態区分： 

① 屋敷林 

② 寺社林 

③ 独立林 

④ その他（複数の形態にまたがるもの） 

 

変化区分： 

① 一部消滅 

② 一部拡大 

③ 拡大 
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（２）樹林リストの作成 

次の事項を記載した樹林リストを作成した。 

・名称 

・所在地 

・樹林面積(平成 28 年度、令和 7 年度) 

・変化面積 

・樹林形態 

・変化区分 

・減少理由 

・樹林の概要 

 

（３）分布図等の作成 

前項までに作成した民有地樹林データを基に、下記の図面、集計表を作成した。 

① 民有地樹林分布図（1/2,500、1/10,000） 

② 樹林リスト 

③ 面積等集計表 

 

1.4.6. 崖線樹林調査 
府中崖線及び国分寺崖線に分布する樹林を対象に、崖線樹林調査を実施した。調

査は航空写真の目視判読によって樹林が存在しているか確認した上で、敷地面積を

集計した。敷地とは、土地利用現況調査 GIS データの１ポリゴンとした。 

また、下記の図面等を作成した。 

① 崖線の樹林分布図（1/2,500、1/10,000） 

② 樹林リスト 

③ 面積等集計表 

 

1.4.7. 緑地現況調査 
（１）緑地状況把握 

既存資料を基に公園緑地等の現況をとりまとめた。緑地の種類は下記のとおりと

した。 

① 公園緑地等の都市施設とする緑地 

• 都市公園（市立公園、都立公園） 

• 条例等の公園（スポットパーク、広場、府中多摩川かぜのみち） 

 

② 制度上安定した緑地 

• 都市計画墓園（多磨霊園） 

• その他の管理地（遊歩道、ゲートボール場、グラウンド・テニスコー

ト、日鋼町地区の公共空地、公共植栽地） 

• 生産緑地地区 

• 保安林 

• 河川区域（多摩川） 
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• 公共空地 

• 条例・要綱等による保全区域、保存樹林、市民の森、市民農園等（保存

樹林、市民農園、指定文化財（緑地を伴い 300 ㎡以上のもの）、工場立

地法により担保されている緑地及び環境施設、都営住宅内幼児遊園等、

公団住宅内の公園、自主管理公園） 

 

③ 社会通念上安定した緑地（社寺境内地、公開性のある施設等） 

• 社寺境内地 

• 公開性のある施設（小学校、中学校、大学校、病院、企業グラウンド） 

（２）分布図等の作成 

前項で取りまとめた緑地の種類を基に図面等を作成した。 

① 緑地現況図 

② 面積等集計表 

 

 

  


